
2026年度(令和8年度)水道事業の予算の概要

１　業務予定量

給 水 戸 数 223,000 戸 220,707 戸 2,293 戸

年 間 総 配 水 量 47,496,109 ㎥/年 47,553,702 ㎥/年 △ 57,593 ㎥/年

一 日 平 均 配 水 量 130,126 ㎥/日 130,284 ㎥/日 △ 158 ㎥/日

主要な建設改良事業 49億5,100 万円 52億2,000 万円 △2億6,900 万円

２　収益的収支（水道料金の収納や水道水の供給などに伴い発生する収入と支出）

（税込）

収 益 的 収 入

（うち、水道料金収入）

収 益 的 支 出

差 引

※内側が収益、外側が費用を表しています

（78億9,251万円) （78億8,010万円) （1,241万円)

増 減
（令和8年度） （令和7年度）

88億4,758万円 88億3,766万円 992万円

84億4,901万円 80億9,854万円 3億5,047万円

3億9,857万円 7億3,912万円 △3億4,055万円

事 項
2026年度 2025年度

増 減
（令和8年度） （令和7年度）

収益的収入は、前年度に比べて992万円（0.１％）増加し、88億4,758万円です。一方、収益的支出は、前年

は、3億9,857万円の利益となる見込みです。

事 項
2026年度 2025年度

度に比べて3億5,047万円（4.3％）増加し、84億4,901万円です。この結果、収益的収入と収益的支出の差引

水道料金収入

78億9,251万円

補助金などの収益化

5億2,106万円

その他の収益

4億3,401万円

安全で良質な水をつくるための費用

19億3,996万円

家庭まで安全に水を送るため

の費用

15億5,190万円

料金収納や経営管理な

どの費用

7億2,729万円

施設などの資産価値の減少（減

価償却費等）

36億9,172万円

借入金の利息

4億1,290万円

その他の費用

1億2,524万円

利益

3億9,857万円
収益的収支

予算額（税込）

収入 88億4,758万円

支出 84億4,901万円
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３　資本的収支（水道施設の建設・改良などにかかる収入と支出）

足する額は、47億6,988万円となる見込みです。

　なお、不足額は、減価償却費など企業の内部に留保される資金等で補てんします。

（税込）

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

差 引

○配水管整備事業【30億8,500万円】

○配水管及び施設改良事業【18億6,600万円】

４　借入金の状況

借入金の残高は、前年度に比べて8億8,737万円（2.9％）減少し、296億6,673万円となる見込みです。

21億5,379万円

69億2,367万円

23億2,220万円 △1億6,841万円

74億2,175万円 △4億9,808万円

事 項
2025年度

増 減
（令和7年度）（令和8年度）

　2022年度（令和4年度）を初年度とする5か年の「第九次配水管整備計画」に基づき、基幹管路、重要管路

及び漏水等の事故履歴の多い管路を重点的に、市内全域にわたり約25㎞の配水管整備を行います。

　配水管の新設や老朽化した管の取替え、町上配水池築造工事や東村配水池築造工事等を行います。

前年度に比べて4億9,808万円（6.7％）減少し、69億2,367万円です。この結果、資本的収入が資本的支出に不

△47億6,988万円 △50億9,955万円 3億2,967万円

資本的収入は、前年度に比べて1億6,841万円（7.3％）減少し、21億5,379万円です。一方、資本的支出は、

2026年度
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水道事業の借入金残高の推移
借入額（億円） 返済額（億円） 残高（億円）

（実績） （実績） （実績） （決算見込） （予算）

借入額・

返済額
残高
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